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［様式２］

技術概要説明書

	依頼者名
	依頼者の会社名を記載してください。

依頼者が複数の場合は並記してください。

	技術名称

項　目
	一般名称と固有名称を並記してください。

一般名称は、対象技術を適切に表す名称としてください。

固有名称は、他の技術と紛れのない名称（商標等）としてください。

	技術の概要
	当該技術の内容を簡潔に記載ください。
（技術審査報告書に記載しますので、100～200文字程度としてください）

	適用範囲等
	適用範囲（適用条件、施工条件を含む）を記載してください。
（技術審査報告書に記載します）

	既存技術との対比
	「Ⅲ．審査証明資料、２．２　既存の技術との対比」参照

	開発の趣旨
	技術開発に至った経緯とこの成果の目指すところを記載してください。
（審査証明書（賞状）に記載しますので、100～200文字程度としてください）

	開発目標
	本要領 １．３ を参照のうえ、内容項目（適用性・施工性・安全性・耐久性・環境への配慮等）毎に記載してください。
（審査証明書（賞状）に記載しますので、各項目50～100文字程度としてください）

	開発目標達成
の確認方法
	開発目標に達成していることを確認するために行った検証方法について、開発目標の項目毎に記載してください。

	実　　績
	施工実績（下表）及び「施工実績一覧」を添付してください。
施工実績一覧表には、当該技術の施工年月日、施工場所、工事名称、発注者、
工事規模等を記載してください。
年度
○○年度
○○年度
○○年度
○○年度
○○年度
合　計
件数
件
件
件
件
件
件
また、施工工事記録2件をご提出ください。検査等で不適合となった案件があれば、事例と対処について記載してください。

	技術内容の公開性
	審査のため、審査委員会に対してご提出いただいた技術資料等は、審査終了後に報告書等で公開しますが、特許等の関係からやむを得ず非公開としたい部分がある場合、その部分を記載ください。

	特許等の有無
	依頼技術に係わる産業財産権等（特許及び実用新案権等）の有無を記載ください。項目は、取得・公開中・出願中の全ての案件毎に、名称・出願人・発明者・番号・経緯書を記載してください。

	関連法規制
	関連法規との関係を記載し、その対応及び処置方法等が必要となるものについては、その方法等を併せて示してください。

	事故発生時
の処置方法
	万一、当該技術の実施により瑕疵・クレームが発生した場合は、審査証明依頼者が最終的に責任を負う旨を明示してください。

複数社連名の申込みの場合は、責任区分を明確にしてください。

	そ の 他
	その他、特に記載する必要がある場合は記載ください。
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